
 1 級 解答 (商業簿記)

問１ 

総 合 損 益 勘 定 (単位：千円) 

繰延内部利益控除 ☆ 1,560 本 店 損 益 134,183 

法人税、住民税及び事業税 50,000 支 店 ★ 12,944

繰 越 利 益 剰 余 金 95,987 繰延内部利益戻入 ★ 420

147,547 147,547 

問２ 

損 益 計 算 書 

  自×７年４月１日 至×８年３月31日  (単位：千円) 

Ⅰ 売 上 高 ( ☆ 683,160 )

Ⅱ 売 上 原 価 ( ☆ 343,500 )

売 上 総 利 益 ( 339,660 ) 

Ⅲ 販売費及び一般管理費 

１ 販売費・一般管理費 ( ☆ 137,180 )

 ２ 貸 倒 引 当 金 繰 入 ( ☆ 806 )

 ３ 減 価 償 却 費 ( ☆ 52,155 )

 ４ 退 職 給 付 費 用 ( ☆ 4,240 ) ( 194,381 ) 

営 業 利 益 ( 145,279 ) 

Ⅳ 営 業 外 収 益 

 １ 受 取 利 息 750  

２ 為 替 差 益 ( ☆ 960 ) ( 1,710 ) 

Ⅴ 営 業 外 費 用 

 １ 貸 倒 引 当 金 繰 入 ( ☆ 1,002 )

経 常 利 益 ( 145,987 ) 

税 引 前 当 期 純 利 益 ( 145,987 ) 

法人税、住民税及び事業税  ( 50,000 ) 

当 期 純 利 益 ( ★ 95,987 )

問３ 

貸借対照表の金額  (単位：千円) 

商 品 ★ 93,000 長 期 貸 付 金 ★ 11,498

退 職 給 付 引 当 金 ★ 11,040 繰 越 利 益 剰 余 金 ★ 125,987

※ 長期貸付金は、貸倒引当金控除後の金額を記入すること。

☆１つにつき２点

★１つにつき１点 合計25点

解き方

問題文をよく読み、解答要求と会計期間を確認する

本問は本支店合併財務諸表を作成する問題です。すべての仕訳を書こうとせずに、簡単に解ける箇所か

らピンポイントで解答するようにしましょう。なお、会計期間は×７年４月１日から×８年３月31日まで

です。

商品の流れを把握する

商品の流れを簡単に計算用紙に書きだします。 

外部仕入先 本 店 外部得意先

＠150千円 ＠300千円 

支 店 外部得意先

＠３千ドル

商品データの整理

ボックス図を描いて本支店の商品の有高を把握します。売上原価対立法のため、残高試算表の商品は期

末商品をあらわしています。 

本  店 支  店

期首 売上 期首 売上 

500 個 2,000 個＊５ 10 個 280 個＊３

当期仕入 2,300 個＊２ 本店より仕入

支店へ売上 300 個＊４ 期末 

300 個＊４   30 個

2,400 個＊６ 期末(帳簿)

600 個＊１

＊１ 90,000千円÷＠150千円＝600個    ＊４ 280個＋30個－10個＝300個 

＊２ 345,000千円÷＠150千円＝2,300個    ＊５ 2,300個－300個＝2,000個 

＊３ 560千ドル÷＠２千ドル＝280個  ＊６ 2,300個＋600個－500個＝2,400個 

在外支店の決算整理 (仕訳の単位：千ドル)

１．売上原価の算定

売上原価対立法のため、「仕訳なし」となります。 

２．貸倒引当金の設定

( 貸 倒 引 当 金 繰 入 ) ３ ＊ ( 貸 倒 引 当 金 ) ３

＊ 160 千ドル(売掛金)×2.5％－１千ドル(前Ｔ/Ｂ)＝３ 千ドル 

支店 貸倒引当金：１千ドル＋３千ドル＝４千ドル 

３．減価償却費の計上

( 減 価 償 却 費 ) 135 ＊ ( 建 物減価償 却累計 額 ) 135

   ＊ 4,500千ドル×0.9÷30年＝135千ドル 

支店 建物減価償却累計額：405千ドル(前Ｔ/Ｂ)＋135千ドル＝540千ドル 
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   退職給付債務期末見積額：58,000千円＋4,000千円＋1,160千円＝63,160千円 

   数理計算上の差異：63,160千円(見積額)－63,260千円(実績額)＝△100千円(借方差異)

( 退 職 給 付 費 用 ) 30 ＊ ( 退 職 給 付 引 当 金 ) 30

   ＊ (200千円＋100千円)÷10年＝30千円 

Ｐ/Ｌ 退職給付費用： 4,210千円＋30千円＝4,240千円 10

Ｂ/Ｓ 退職給付引当金：7,600千円＋4,210千円－800千円＋30千円＝11,040千円 15

５．前払販売費・一般管理費の計上

( 前 払 費 用 ) 4,000 ( 販 売費・一 般管理 費 ) 4,000 

Ｐ/Ｌ 販売費・一般管理費 

 本店：139,200千円－4,000千円(前払)＝135,200千円 

 合計：135,200千円＋1,980千円(支店)＝137,180千円 ７

本店の帳簿の締め切り

１．支店純損益の振り替え

( 支 店 ) 12,944 ＊ ( 総 合 損 益 ) 12,944 １ 

    ＊ 支店財務諸表の当期純利益より 

２．期首商品・期末商品に含まれる内部利益の戻入れ・控除

⑴ 期首商品に対する内部利益

( 繰 延 内 部 利 益 ) 420 ＊ ( 繰 延 内 部 利 益 戻 入 ) 420

    ＊ 問題文の残高試算表の繰延内部利益勘定より 

⑵ 期末商品に対する内部利益

   繰延内部利益控除：6,060千円(支店期末商品)－＠150千円×30個＝1,560千円 

( 繰 延 内 部 利 益 控 除 ) 1,560 ( 繰 延 内 部 利 益 ) 1,560 

⑶ 総合損益勘定への振り替え

( 繰 延 内 部 利 益 戻 入 ) 420 ( 総 合 損 益 ) 420 ２ 

３ ( 総 合 損 益 ) 1,560 ( 繰 延 内 部 利 益 控 除 ) 1,560

３．法人税、住民税及び事業税の計上と総合損益勘定への振り替え

( 法人税、住民税及び事業税 ) 50,000 ( 未 払 法 人 税 等 ) 50,000 

４ ( 総 合 損 益 ) 50,000 ( 法人税、住民税及び事業税 ) 50,000 

４．全体純損益の繰越利益剰余金勘定への振り替え

( 総 合 損 益 ) 95,987 ＊ ( 繰 越 利 益 剰 余 金 ) 95,987 

    ＊ 本店損益勘定の貸借差額より 

Ｐ/Ｌ 売上原価 

期首商品棚卸高：＠150千円×500個＋1,920千円－420千円＝76,500千円 

当期商品仕入高：＠150千円×2,400個＝360,000千円 

期末商品棚卸高：90,000千円＋6,060千円－1,560千円＝94,500千円 

売上原価：76,500千円＋360,000千円－94,500千円＋1,500千円(棚卸減耗損)＝343,500千円 ６

Ｂ/Ｓ 商品：＠150千円×(590個＋30個)＝93,000千円 13

Ｂ/Ｓ 繰越利益剰余金：30,000千円(前Ｔ/Ｂ)＋95,987千円(当期純利益)＝125,987千円 16
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 1 級 解答 (会計学) 

第１問 

ａ ｂ ｃ ｄ e 

☆ 14,130 14,980 ☆ 850 ☆ 337 ☆ 2,240

f

☆ 700
☆ １つにつき２点 合計10点

第２問 

区分法 一括法 

社債発行時社債計上額 ［１］ ★ 194,000 千円 ［２］★ 200,000 千円 

１．における 
社債利息計上額 

［３］ ★  3,200 千円 ［４］ ★  2,000 千円 

２．における 
株式への転換請求により 
生じる資本金組入額 

［５］ ★  60,720 千円 ［６］ ★ 60,000 千円 

３．における 
社債償還に伴う 
新株予約権戻入益 

［７］ ★  2,400 千円 

３．における 

  社債償還に伴う社債償還額 
［８］ ★ 80,000 千円 

４．における 
自己株式処分差額 

［９］ ★  22,400 千円 

自己株式処分差額の貸借対照表 
上の最も適切な記載区分 

［10］★ その他資本剰余金 

★ １つにつき１点 合計10点

第３問 

問１ 

連 結 貸 借 対 照 表 

×２年３月31日  (単位：円) 

科 目 金  額 科 目  金 額 

産諸 資 35,000  諸 負 債 20,100  

土 地 40,000  資 本 金 30,000  

の れ ん ★ 90 7,000  

15,790  

資 本 剰 余 金 

利 益 剰 余 金 

非 支 配 株 主 持 分 ★ 2,200

75,090  75,090  

問２ 

合 併 後 貸 借 対 照 表 

×２年４月１日  (単位：円) 

科 目 額金 科 目  金 額 

産資諸 35,000  諸 負 債 20,100  

土 地 40,000  資 本 金 

んれの  90  資 本 剰 余 金 

利 益 剰 余 金 

★ 32,400

★ 6,800

★ 15,790

75,090  75,090  

★ １つにつき１点 合計５点




